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【手続補正書】
【提出日】平成30年9月12日(2018.9.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端子接続部が装着可能な装着方向に交差する交差方向に移動可能な装置側端子部と、前
記装置側端子部に含まれる位置決め部と、を備える印刷装置、に装着可能な端子接続部で
あって、
　前記装置側端子部と電気的に接続可能な端子と、
　前記装置側端子部と前記端子とが接触する接触部と、
　前記端子が設けられる基板と、
　前記基板を支持する支持部と、
　前記位置決め部が前記交差方向に動くことを規制する凸部と、
を有し、
　前記印刷装置に装着された状態において、複数の前記接触部は、前記装着方向に所定の
間隔をおいて配置される複数の列を形成し、
　複数の前記接触部を通る仮想面は、前記装着方向に対して傾斜し、
　前記凸部は、前記支持部から離れる方向に向かって突出する、端子接続部。
【請求項２】
　請求項１に記載の端子接続部であって、
　前記凸部は、前記支持部から前記装着方向の前方に向かって突出することを特徴とする
端子接続部。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の端子接続部であって、
　前記凸部は、前記位置決め部に設けられた位置決め凹部と係合することを特徴とする端
子接続部。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の端子接続部であって、
　複数の前記凸部の一部は、互いに対向するように前記交差方向に突出することを特徴と
する端子接続部。
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【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれか１項に記載の端子接続部であって、
　前記凸部の下部は前記位置決め部と接することを特徴とする端子接続部。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の端子接続部であって、
　前記凸部の側部は前記位置決め部と接することを特徴とする端子接続部。
【請求項７】
　請求項１に記載の端子接続部であって、
　前記凸部は、前記支持部から上方に向かって突出することを特徴とする端子接続部。
【請求項８】
　請求項１または請求項７に記載の端子接続部であって、
　前記凸部は、前記位置決め部に設けられた位置決め凸部と係合することを特徴とする端
子接続部。
【請求項９】
　請求項７または請求項８に記載の端子接続部であって、
　複数の前記凸部の一部は、互いに対向するように前記交差方向に突出することを特徴と
する端子接続部。
【請求項１０】
　請求項７から請求項９のいずれか１項に記載の端子接続部であって、
　前記凸部の下部は前記位置決め部と接することを特徴とする端子接続部。
【請求項１１】
　請求項７から請求項１０のいずれか１項に記載の端子接続部であって、
　前記凸部の側部は前記位置決め部と接することを特徴とする端子接続部。
【請求項１２】
　カートリッジが装着可能な装着方向に交差する交差方向に移動可能な装置側端子部と、
前記装置側端子部に含まれる位置決め部と、を備える印刷装置、に装着可能なカートリッ
ジであって、
　前記装置側端子部と電気的に接続可能な端子と、
　前記装置側端子部と前記端子とが接触する接触部と、
　前記端子が設けられる基板と、
　前記基板を支持する支持部と、
　前記位置決め部が前記交差方向に動くことを規制する凸部と、
を有し、
　前記印刷装置に装着された状態において、複数の前記接触部は、装着方向に所定の間隔
をおいて配置される複数の列を形成し、
　複数の前記接触部を通る仮想面は、前記装着方向に対して傾斜し、
　前記凸部は、前記支持部から離れる方向に向かって突出する、カートリッジ。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のカートリッジであって、
　前記凸部は、前記支持部から前記装着方向の前方に向かって突出することを特徴とする
カートリッジ。
【請求項１４】
　請求項１２または請求項１３に記載のカートリッジであって、
　前記凸部は、前記位置決め部に設けられた位置決め凹部と係合することを特徴とするカ
ートリッジ。
【請求項１５】
　請求項１２から請求項１４のいずれか１項に記載のカートリッジであって、
　複数の前記凸部の一部は、互いに対向するように前記交差方向に突出することを特徴と
するカートリッジ。
【請求項１６】
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　請求項１２から請求項１５のいずれか１項に記載のカートリッジであって、
　前記凸部の下部は前記位置決め部と接することを特徴とするカートリッジ。
【請求項１７】
　請求項１２から請求項１６のいずれか１項に記載のカートリッジであって、
　前記凸部の側部は前記位置決め部と接することを特徴とするカートリッジ。
【請求項１８】
　請求項１２に記載のカートリッジであって、
　前記凸部は、前記支持部から上方に向かって突出することを特徴とするカートリッジ。
【請求項１９】
　請求項１２または請求項１８に記載のカートリッジであって、
　前記凸部は、前記位置決め部に設けられた位置決め凸部と係合することを特徴とするカ
ートリッジ。
【請求項２０】
　請求項１８または請求項１９に記載のカートリッジであって、
　複数の前記凸部の一部は、互いに対向するように前記交差方向に突出することを特徴と
するカートリッジ。
【請求項２１】
　請求項１８から請求項２０のいずれか１項に記載のカートリッジであって、
　前記凸部の下部は前記位置決め部と接することを特徴とするカートリッジ。
【請求項２２】
　請求項１８から請求項２１のいずれか１項に記載のカートリッジであって、
　前記凸部の側部は前記位置決め部と接することを特徴とするカートリッジ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
（１）本発明の一形態によれば、端子接続部が装着可能な装着方向に交差する交差方向に
移動可能な装置側端子部と、位置決め部と、を備える印刷装置、に装着可能な端子接続部
が提供される。この端子接続部は、前記装置側端子部と電気的に接続可能な端子と、前記
装置側端子部と前記端子とが接触する接触部と、前記端子が設けられる基板と、前記基板
を支持する支持部と、前記位置決め部が前記交差方向に動くことを規制する凸部と、を有
し、前記印刷装置に装着された状態において、複数の前記接触部は、装着方向に所定の間
隔をおいて配置される複数の列を形成し、複数の前記接触部を通る仮想面は、前記装着方
向に対して傾斜し、前記凸部は、前記支持部から離れる方向に向かって突出する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　図６に示すように、第２の装置側側壁部６４はカートリッジ４を装着位置まで案内する
ための第２のレール６０２を有する。第２のレール６０２は、少なくとも装着されるカー
トリッジの個数に対応して設けられている。本実施例では、第２のレール６０２は第１の
レール６８２と同様に５つ設けられている。第２のレール６０２はＹ軸方向に延びる溝で
あり、カートリッジ４の一部分が挿入される。また、第２のレール６０２の－Ｙ軸方向側
端部には、係止部材としての板ばね６０４が設けられている。装着状態では、板ばね６０
４がカートリッジ４を係止することで、カートリッジ装着部６からカートリッジ４が抜け
出すことを防止する。同じカートリッジ４が装着される第１のレール６８２と第２のレー
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ル６０２は、カートリッジ収容室６１を挟んで向かい合う位置に設けられている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　図１４～図１８に示すように、位置決め部７５０は、端子台７２４とコネクター基板７
３０を保持する。詳細には、位置決め部７５０は収容空間７５１を有し、収容空間７５１
に端子台７２４とコネクター基板７３０が収容されて位置決め部７５０に保持される。ま
た図１８に示すように、位置決め部７５０は、端子台７２４の表面７２４ｆａが＋Ｙ軸方
向成分及び－Ｚ軸方向成分を含む方向を向いて傾斜しつつＸ軸には平行な向きとなるよう
な状態（「第１の状態」とよぶ）で端子台７２４を保持する。換言すれば、位置決め部７
５０は、端子台７２４の表面７２４ｆａがＹ軸とＺ軸に対して傾斜するように端子台７２
４を保持する。端子台７２４が位置決め部７５０にこのような状態で保持されることによ
って、装置側端子群７２１の接点７２２は、＋Ｙ軸方向成分及び前記－Ｚ軸方向成分を含
む方向を向いて傾斜した表面７２４ｆａ上に設けられることとなる。また、位置決め部７
５０は、軸７２１ｒが端子接点７２２よりも＋Ｙ軸方向側かつ＋Ｚ軸方向側に位置する状
態（「第２の状態」とよぶ）で端子台７２４を保持する。第１の状態と第２の状態を満た
して位置決め部７５０が端子台７２４を保持することで、図１８に示すように端子接点７
２２は矢印ＹＲ１の向きに弾性変形可能な状態となっている。別の観点から、装置側端子
群７２１の弾性変形について以下に述べる。位置決め部７５０は、装置側端子群７２１の
各端子が弾性変形する所定の平面が、Ｙ軸とＺ軸に平行な平面（「ＹＺ平面」とも呼ぶ。
）となる状態で端子台７２４を保持する。位置決め部７５０がこのように端子台７２４を
保持することで、各接点７２２はＹＺ平面上で移動可能な状態となっている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　第１壁部７５２ｔと第２壁部７５２ｗは、収容空間７５１を区画形成する壁である。第
１の位置決め凸部７５６ｔと第２の位置決め凸部７５６ｗは、それぞれ端子台７２４の表
面７２４ｆａの＋Ｘ軸方向側の側方及び－Ｘ軸方向側の側方に位置する。第１と第２の位
置決め凸部７５６ｔ，７５６ｗは、カートリッジ４がカートリッジ装着部６に装着される
際に、装置側端子群７２１の各端子と対応するカートリッジ側端子群の各端子とが接触す
る接触位置にカートリッジ４と装置側端子部７０を案内する。詳細には、第１の位置決め
凸部７５６ｔと第２の位置決め凸部７５６ｗは、カートリッジ４がカートリッジ装着部６
に装着される際に、装置側端子群７２１とカートリッジ側端子群との接触が開始される前
に、カートリッジ４に形成された溝への挿入が開始されるように構成される。これにより
、カートリッジ４と装置側端子部７０が接触位置まで精度よく移動できる。第１の位置決
め凸部７５６ｔは、Ｙ軸方向（カートリッジ４の挿入方向）に沿って延びる。また、第１
の位置決め凸部７５６ｔは、第１壁部７５２ｔから＋Ｘ軸方向に突出する。第２の位置決
め凸部７５６ｗは、Ｙ軸方向（カートリッジ４の挿入方向）に沿って延びる。また、第２
の位置決め凸部７５６ｗは、第２壁部７５２ｗから－Ｘ軸方向に突出する。本実施例では
上記の第１の構成を実現するために、図１８に示すように、位置決め凸部７５６の＋Ｙ軸
方向側の端部７５７が端子接点７２２よりも＋Ｙ軸方向側に位置するように位置決め凸部
７５６が設けられている。なお、端部７５７は、＋Ｙ軸方向から－Ｙ軸方向に向かうに従
ってＺ軸方向の寸法が大きくなるテーパー形状である。これにより、カートリッジ４の後
述する規制部に位置決め凸部７５６を容易に挿入できる。位置決め凸部７５６ｔ，７５６
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ｗは、それぞれ、カートリッジ４がカートリッジ装着部６に装着された装着状態において
、カートリッジ４に形成された溝と接触する４つの接触面を有する。これら４つの接触面
のうち、図１６及び図１７には、位置決め凸部７５６ｗの接触面７５６ｗａ，７５６ｗｂ
，７５６ｗｃ，７５６ｗｄと、位置決め凸部７５６ｔの接触面７５６ｔｂ，７５６ｔｄの
みが示されている。４つの接触面のうち、Ｚ軸方向において対向する２つの面であって、
＋Ｚ軸方向側に位置するものをＡ面７５６ｔａ（図３３～３６），７５６ｗａ、－Ｚ軸方
向側に位置するものをＢ面７５６ｔｂ，７５６ｗｂとよぶ。また、Ｘ軸方向に交わる面を
Ｃ面７５６ｔｃ（図３３～３６），７５６ｗｃとよぶ。また、＋Ｙ軸方向の先端面をＤ面
７５６ｔｄ，７５６ｗｄとよぶ。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６９】
　図１０乃至図１２に示すように、位置決め部７５０は、端子台７２４を保持した状態で
、装置側前壁部６２に取付けられる。具体的には、位置決め部７５０は、第１の前壁部６
９０の端子装着部６９４に取付けられる。端子装着部６９４は、Ｘ軸方向において対向す
る一対の支持壁６９６と、この壁に設けられた一対の嵌合穴６９８とを有する。一方、装
置側端子部には、Ｘ軸方向において対向する一対の端子側嵌合部７６２が設けられる。端
子側嵌合部７６２が位置決め部７５０の一対の嵌合穴６９８に嵌め合わされることで、装
置側端子部７０が装置側前壁部６２に対して取り付けられる。ここで、一対の端子側嵌合
部７６２と一対の支持壁６９６との間には、Ｘ軸方向にクリアランスが設けられている。
よって、装置側端子部７０は、装置側前壁部６２に対してＸ軸方向に微少に移動可能な状
態となっている。また、一対の端子側嵌合部７６２と一対の嵌合穴６９８との間には、Ｚ
軸方向にクリアランスが設けられている。よって、装置側端子部７０は、装置側前壁部６
２に対してＺ軸方向に微小に移動可能な状態となっている。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　また、端子装着部６９４の一対の支持壁６９６には、それぞれ、Ｙ軸方向において対向
する一対の係合部６９６ａ，６９６ｂが設けられている。そして、位置決め部７５０の一
対の端子側嵌合部７６２にも、それぞれ、Ｙ軸方向において対向する一対の係合部７６２
ａ，７６２ｂが設けられている。端子側嵌合部７６２が端子装着部６４９の一対の嵌合穴
６９８に嵌め合わされると、係合部６９６ａと係合部７６２ａとが－Ｙ軸方向において係
合し、係合部６９６ｂと係合部７６２ｂとが＋Ｙ軸方向において係合する。係合部６９６
ａと係合部７６２ａとの間には、クリアランスがほとんどない。また、係合部６９６ｂと
係合部７６２ｂとの間にも、実質的にクリアランスがない。よって、装置側端子部７０は
、装置側前壁部６２に対してＹ軸方向には実質的に移動できない。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　図１９、図２３、図２５及び図２６に示すように、第１側面４３は第１凸部４３２を有
する。第１凸部４３２は、第１側面４３から＋Ｚ軸方向側に突出する。第１凸部４３２は
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、Ｙ軸方向に沿って延びる。詳細には、図２５及び図２６に示すように、第１凸部４３２
は、第１側面４３のうち、前面４２に近接した位置から後面４７に近接した位置まで延び
る。さらに詳細には、第１凸部４３２は、－Ｙ軸方向側の第１部分４３２ａと＋Ｙ軸方向
側の第２部分４３２ｂに分かれており、その間に凹状の第１係止部４３６が形成される。
図２４～図２６に示すように、第２側面４４は第２凸部４４２を有する。第２凸部４４２
は、第２側面４４から－Ｚ軸方向側に突出する。第２凸部４４２は、Ｙ軸方向に沿って延
びる。詳細には、図２５及び図２６に示すように、第２凸部４４２は、第２側面４４のう
ち、前面４２に近接した位置から後面４７に近接した位置まで延びる。さらに詳細には、
第２凸部４４２は、－Ｙ軸方向側の第１部分４４２ａと＋Ｙ軸方向側の第２部分４４２ｂ
に分かれており、その間に凹状の第２係止部４４６が形成される。カートリッジ４がカー
トリッジ装着部６に装着される際には、第１凸部４３２が第１のレール６８２（図７）に
挿入され、第２凸部４４２が第２のレール６０２（図６）に挿入される。これにより、カ
ートリッジ４をカートリッジ装着部６の対応するスロットに対して円滑に押し進めること
ができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
　図２７乃至図３０に示すように、凹部９０のＸ軸方向において対向する一対の側壁９０
２ｔ，９０２ｗには、一対の溝９０６ｔ，９０６ｗがそれぞれ設けられている。これらの
溝９０６ｔ，９０６ｗは、Ｘ軸方向に互いに向かい合うように設けられている。また、図
２８に示すように、溝９０６ｔ，９０６ｗは、ＹＺ平面２８ｃに対して対称に設けられて
いる。このＹＺ平面２８ｃは、カートリッジのＸ軸方向の寸法（幅）の中心を構成する面
である。凹部９０内に配置される回路基板５０及び凹部９０を構成する各要素は、このＹ
Ｚ平面２８ｃに対して対称に設けられている。すなわち、ＹＺ平面２８ｃは、カートリッ
ジ側端子群５２１のＸ軸方向の寸法（幅）の中心を通る。そして、カートリッジ側端子群
５２１のうち、カートリッジ端子群５２１の幅方向の中心に設けられた電極５２１ｃが、
ＹＺ平面２８ｃと交わる。また、ＹＺ平面２８ｃは、回路基板５０のＸ軸方向の寸法（幅
）の中心を通る。また、このＹＺ平面２８ｃは、回路基板５０を底壁９８８に取り付ける
ために底壁９８８に設けられた取付け部５０ａ，５０ｂを通る。また、ＹＺ平面２８ｃは
、カートリッジ側端子群５２１のうち、Ｘ軸方向の中央部に設けられた端子５２１ｃを通
る。この端子５２１ｃは、装置側端子群７２１のうち、Ｘ軸方向の中央部に設けられた端
子７２１ｃ（図１６参照）と接触する端子である。また、凹部９０の溝９０６ｔ，９０６
ｗと、一対の側壁９０２ｔ，９０２ｗは、ＹＺ平面２８ｃに対して対称に設けられる。さ
らに、ＹＺ平面２８ｃは、先に説明した第１凸部４３２（４３２ａ，４３２ｂ）及び第２
凸部４４２（４４２ａ，４４２ｂ，図２１及び図２５参照）のＸ軸方向の寸法（幅）の中
心を通る。また、図２８には示していないが、ＹＺ平面２８ｃは、第１側面４３に設けら
れた第１係止部４３６（図２５）及び第２側面４４に設けられた第２係止部４４６（図２
５）のＺ軸方向の寸法（幅）の中心を通る。また、この第１係止部４３６及び第２係止部
４４６を係止する板ばね６８４及び６０４（図６，図７）は、このＹＺ平面２８ｃと交差
する。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８６】
　図２９及び図３０に示すように、溝９０６ｔ，９０６ｗは、それぞれ－Ｙ軸方向側の端
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面に開口９４１，９６１を有する。溝９０６ｔ，９０６ｗは、これらの開口９４１，９６
１から＋Ｙ軸方向側に延びる入口部分９１６ｔ，９１６ｗと、入口部分９１６ｔ，９１６
ｗの＋Ｙ軸方向の端部から＋Ｙ軸方向側に延びる接触部分９２６ｔ，９２６ｗとを備える
。－Ｙ軸方向側の端面の開口９４１，９６１は、それぞれ、カートリッジ４がカートリッ
ジ装着部６に装着される際に、位置決め凸部７５６ｔ，７５６ｗが挿入される入口となる
。開口９４１，９６１は、カートリッジ側端子群５２１よりも－Ｙ軸方向側に形成されて
いるため、装置側端子群７２１とカートリッジ側端子群５２１との接触が開始される前に
、位置決め凸部７５６ｔ，７５６ｗの溝９０６ｔ，９０６ｗへの挿入が開始される。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８８】
　接触部分９２６ｔ，９２６ｗは、それぞれ、装着状態において、位置決め凸部７５６ｔ
，７５６ｗと接触する。図２９及び図３０に示すように、接触部分９２６ｔ，９２６ｗは
、それぞれ、装着状態において位置決め凸部７５６ｔ，７５６ｗと接触する接触面９４０
，９６０を有する。図３０に示すように、第１の位置決め凸部７５６ｔとの接触面９４０
、つまり、溝９０６ｔの接触面９４０は、４つの面９４２，９４６，９４８，９４４を備
える。同様に、図２９に示すように、第２の位置決め凸部７５６ｗとの接触面９６０、つ
まり、溝９０６ｗの接触面９６０も、４つの面９６２，９６６，９６８，９６４を備える
。これら４つの接触面を、それぞれ、Ａ面９４２，９６２、Ｂ面９４６，９６６、Ｃ面９
４４，９６４、Ｄ面９４８，９６８ともよぶ。
　図３０に示すように、溝９０６ｔのＡ面９４２とＢ面９４６は、Ｚ軸方向において対向
しており、Ａ面９４２が＋Ｚ軸方向側に、Ｂ面９４６が－Ｚ軸方向側に位置する。溝９０
６ｔのＤ面９４８は、Ｙ軸方向において開口９４１と対向しており、開口９４１が－Ｙ軸
方向側、Ｄ面９４８が＋Ｙ軸方向側に位置する。またＤ面９４８は、Ａ面９４２及びＢ面
９４６と交わる。溝９０６ｔのＣ面９４４は、図２８に示すように、第１の側壁９０２ｔ
の延長面９０２ｔｅと対向しており、第１の側壁９０２ｔの延長面９０２ｔｅに対して＋
Ｘ軸方向側に位置する。またＣ面９４４は、Ａ面９４２、Ｂ面９４６、及び、Ｄ面９４８
と交わる。溝９０６ｔのＡ面９４２は、第１の位置決め凸部７５６ｔ（図１６）の＋Ｚ軸
方向側端部と接触する。Ｂ面９４６は、第１の位置決め凸部７５６ｔの－Ｚ軸方向側端部
と接触する。第１のＤ面９４８は、第１の位置決め凸部７５６ｔの＋Ｙ軸方向側端部と接
触する。第１のＣ面９４４は、第１の位置決め凸部７５６ｔの＋Ｘ軸方向側端部と接触す
る。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
　図２９に示すように、溝９０６ｗのＡ面９６２とＢ面９６６は、Ｚ軸方向において対向
しており、Ａ面９６２が＋Ｚ軸方向側に、Ｂ面９６６が－Ｚ軸方向側に位置する。溝９０
６ｗのＤ面９６８は、Ｙ軸方向において開口９６１と対向しており、開口９６１が－Ｙ軸
方向側、Ｄ面９６８が＋Ｙ軸方向側に位置する。またＤ面９６８は、Ａ面９６２，Ｂ面９
６６と交わる。溝９０６ｗのＣ面９６４は、図２８に示したように、第２の側壁９０２ｗ
の延長面９０２ｗｅと対向しており、第２の側壁９０２ｗの延長面９０２ｗｅに対して－
Ｘ軸方向側に位置する。またＣ面９６４は、Ａ面９６２、Ｂ面９６６、及び、Ｄ面９６８
と交わる。溝９０６ｗのＡ面９６２は、第２の位置決め凸部７５６ｗ（図１６）の＋Ｚ軸
方向側端部と接触する。Ｂ面９６６は、第２の位置決め凸部７５６ｗの－Ｚ軸方向側端部
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と接触する。Ｄ面９６８は、第２の位置決め凸部７５６ｗの＋Ｙ軸方向側端部と接触する
。Ｃ面９６４は、第２の位置決め凸部７５６ｗの－Ｘ軸方向側端部と接触する。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
　図２７に示すように、底壁９８８の、傾斜面５０ｆａと第１の側壁９０２ｔとの間、及
び、傾斜面５０ｆａと第２の側壁９０２ｗとの間には、それぞれ一対の底壁側凹部９１０
ｔ，９１０ｗが形成されている。図３１に示すように、一対の底壁側凹部９１０ｔ，９１
０ｗは、それぞれ、装着状態において装置側端子部７０の一対の突起７５９ｔ，７５９ｗ
（図１６）を受け入れるように構成されている。なお、一対の底壁側凹部９１０ｔ，９１
０ｗをまとめて第１の底壁側凹部９１０とも呼ぶ。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】
　図３５に示すように、カートリッジ４がさらに－Ｙ軸方向に押し進められ、溝９０６の
接触部分９２６ｔ，ｗに位置決め凸部７５６ｔ，ｗが挿入されると、位置決め凸部７５６
ｔ，ｗのＣ面７５６ｔｃ，ｗｃが、それぞれ溝９０６ｔ，ｗのＣ面９４４，９６４に接触
することで、装置側端子部７０（図１０）のＸ軸方向の移動が規制される。また、このと
き、位置決め凸部７５６ｔ，ｗのＡ面７５６ｔａ，ｗａが、それぞれ溝９０６ｔ，ｗのＡ
面９４２，９６２に接触し、Ｂ面７５６ｔｂ，ｗｂが、それぞれＢ面９４６，９６６に接
触することで、装置側端子部７０のＺ軸方向の移動が規制される。これにより、カートリ
ッジ側端子５２１ａと端子接点７２２ａとのＸ軸方向及びＺ軸方向の位置が定められる。
そして、位置決め凸部７５６の接触部分９２６への挿入が始まった後、完全な挿入が完了
する直前に、端子接点７２２ａが初めてカートリッジ側端子５２１ａに接触する。この時
点では、位置決め凸部７５６ｔ，ｗの先端面７５６ｔｄ，７５６ｗｄは溝９０６ｔ，ｗの
Ｄ面９４８，９６８に接触しておらず、更にカートリッジ４を押し進めることが可能であ
る。図３５に示す状態から、カートリッジ４を更に－Ｙ軸方向に押し進めると、装置側端
子７２１ａが弾性変形し、装置側端子７２１ａの接点７２２ａがカートリッジ側端子５２
１ａと接触しながら矢印ＹＲ１ａの向きに移動する。このとき、僅かに装置側端子群とカ
ートリッジ側端子群とが擦れ合う。そして、最終的には、図３６に示すように、位置決め
凸部７５６ｔ，ｗの先端面７５６ｔｄ，ｔｗが溝９０６ｔ，ｗのＤ面９４８，９６８に接
触し、カートリッジ側端子５２１ａと端子接点７２２ａとのＹ軸方向の位置が定められる
。この状態で、カートリッジ４のカートリッジ装着部６への装着が完了する。また、装着
完了時及び装着状態では、図３５に示した装着の最終段階と同様、位置決め凸部７５６ｔ
，ｗのＡ面７５６ｔａ，ｗａと溝９０６ｔ，ｗのＡ面９４２，９６２とが＋Ｚ軸方向にお
いて接触している。また、Ｂ面７５６ｔｂ，ｗｂと溝９０６ｔ，ｗのＢ面９４６，９６６
とが－Ｚ軸方向において接触している。また、第１の位置決め部のＣ面７５６ｔｃが＋Ｘ
軸方向において第１の溝９０６ｔのＣ面９４４と接触し、第２の位置決め部のＣ面７５６
ｗｃが－Ｘ軸方向において第２の溝９０６ｗのＣ面９６４と接触している。よって、位置
決め凸部７５６ｔ，ｗのＺ軸方向及びＸ軸方向の動きが、溝９０６ｔ，ｗによって規制さ
れる。これにより、装置側端子７２１ａとカートリッジ側端子５２１ａとの接触を良好に
図ることができる位置に、両者７２１ａ，５２１ａを保持することができる。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書



(9) JP 2017-56706 A5 2018.10.25

【補正対象項目名】０１００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１００】
　また、上記実施例によれば、図１６，図１７及び図３６に示したように、装置側端子部
７０の第１及び第２の位置決め凸部７５６ｔ，ｗの＋Ｚ軸方向側の端部にＡ面７５６ｔａ
，ｗａが設けられており、－Ｚ軸方向側の端部にＢ面７５６ｔｂ，ｗｂが設けられている
。そして、図２８乃至図３０及び図３６に示したように、凹部９０に設けられた第１及び
第２の規制部としての溝９０６ｔ，ｗに、それぞれ、Ａ面９４２，９６２と、Ｂ面９４６
，９６６とが設けられている。図３６に示したように、溝９０６ｔ，ｗのＡ面９４２，９
６２は、装着状態において、第１及び第２の位置決め凸部７５６ｔ，ｗの＋Ｚ軸方向側の
端部に設けられたＡ面７５６ｔａ，ｗａと接触する。溝９０６ｔ，ｗのＢ面９４６，９６
６は、装着状態において、第１及び第２の位置決め凸部７５６ｔ，ｗの－Ｚ軸方向側の端
部に設けられたＢ面７５６ｔｂ，ｗｂと接触する。つまり、第１及び第２の規制部９０６
ｔ，ｗは、第１及び第２の位置決め凸部７５６ｔ，ｗの±Ｚ方向の動きを規制する。これ
により、装置側端子群７２１に対するカートリッジ側端子群５２１のＺ軸方向の位置決め
を精度良く行なうことができる。よって、装置側端子群７２１とカートリッジ側端子群５
２１との接触をより良好に図ることができる。しかも、＋Ｚ軸方向と－Ｚ軸方向の両側で
装置側端子部７０を保持できるため、プリンター１０の使用時に振動や外部からの衝撃が
加わっても、このような振動や衝撃による装置側端子群７２１とカートリッジ側端子群５
２１との接触位置のずれを、抑制できる。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０２】
　さらに、上記実施例では、図２８乃至図３０及び図３６に示したように、第１及び第２
の規制部としての溝９０６ｔ，ｗが、それぞれ第１及び第２の位置決め部の＋Ｙ軸方向側
端部のＤ面７５６ｔｄ，ｗｄと接触するＤ面９４８，９６８を備える。これにより、カー
トリッジ４をカートリッジ装着部６に挿入する際に、装置側端子部７０が過度に＋Ｙ軸方
向に進行しすぎることで、カートリッジ４の凹部９０内の底壁９８８に強く衝突すること
を防ぐことができる。これにより、装置側端子部７０の破壊を防ぐことができる。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０８】
　また、上記実施例では、図２８に示すように、カートリッジ４のＸ軸方向の寸法の中心
を構成するＹＺ平面２８ｃに対して、回路基板５０及び凹部９０を構成する各要素が対称
に設けられている。また、図２８には示していないが、ＹＺ平面２８ｃは、第１側面４３
に設けられた第１係止部４３６（図２５）及び第２側面４４に設けられた第２係止部４４
６（図２５）のＺ軸方向の寸法（幅）の中心を通る。また、この第１係止部４３６及び第
２係止部４４６を係止する板ばね６８４及び６０４（図６，７）は、このＹＺ平面２８ｃ
と交差する。よって、カートリッジ４がカートリッジ装着部６に装着された状態で、装置
側端子部７０や板バネ６０４及び６８４（図６，図７）などから受ける力がバランスよく
カートリッジ４に作用するため、カートリッジ４が傾きにくい。このことによっても、装
置側端子群７２１とカートリッジ側端子群５２１との接触を、より良好に図ることが可能
となる。
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【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３１】
Ｄ．第４実施例：
　第４実施例の印刷材供給システム１Ｃは、第３実施例の印刷材供給システム１Ｂと比較
して、端子収容部９００Ｃの構成が異なるが、それ以外は同様である。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３３】
　図４６に示すように、第４実施例において、凸部９１５Ｃは、後壁９８６から－Ｙ軸方
向に突出している。凸部９１５Ｃは、複数（本実施例では、２個）設けられており、Ｘ軸
方向において、回路基板５０に対して＋Ｘ軸方向側の第１凸部９１５Ｃｔと、回路基板５
０に対して－Ｘ軸方向側の第２凸部９１５Ｃｗと、を備える。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図５】
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